
江
戸
幕
府
の
御
料
巡
見
使

播

磨

定

男

は
じ
め
に

 
江
戸
幕
府
は
参
勤
交
代
を
制
度
化
し
、
武
家
諸
法
度
や
諸
士

法
度
を
制
定
し
て
、
全
国
諸
大
名
及
び
諸
士
の
統
治
を
行
っ
た

が
、
将
軍
権
力
を
強
大
化
し
、
徳
川
幕
府
を
中
心
と
す
る
幕
藩

領
国
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
右
の
法
的
規
制
の
上
に
更

に
か
れ
ら
の
も
つ
個
別
領
主
権
を
抑
圧
す
る
監
察
機
能
を
も
っ

た
制
度
が
必
要
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
両
者
が
併
行
す
る
と
こ
ろ

に
幕
府
権
力
の
強
大
さ
と
そ
の
実
際
的
効
力
を
窺
え
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
前
者
の
武
家
諸
法
度
以
下
の
法
的
規
制
は
細
身
以
来
諸
種
の

規
定
が
設
け
ら
れ
、
制
度
的
に
も
早
く
か
ら
発
足
を
み
た
が
、

後
者
の
個
別
領
主
に
対
す
る
監
察
制
度
の
方
は
、
寛
永
九
年
一

二
月
幕
府
常
置
の
大
目
付
（
は
じ
め
は
惣
目
付
或
は
大
横
目
）

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
（
-
）
。

 
寛
永
九
年
は
周
知
の
如
く
三
代
家
光
の
親
政
が
開
始
さ
れ
た

年
で
あ
り
、
右
の
措
置
は
幕
府
政
治
機
構
の
頂
点
に
位
置
す
る

将
軍
が
ま
す
ま
す
そ
の
独
裁
権
を
強
化
す
る
た
め
に
、
先
ず
台

閣
内
の
中
枢
権
力
を
製
油
し
、
こ
れ
を
や
が
て
全
国
各
地
の
個

別
領
主
権
を
も
つ
諸
大
名
に
も
適
用
す
る
意
図
の
下
に
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（
2
）
。

 
大
目
付
が
設
置
さ
れ
将
軍
の
内
外
に
対
す
る
監
察
の
制
度
は

一
応
整
備
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
言
わ
ば
表
向
の
幕
府
常
置
機
関
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で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
前
に
既
に
幕
府
の
諸
大
名
に
対
す
る
監
察

の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
国
目
付
、
巡
見
使
等
の
派

遣
事
実
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
（
3
）
。

 
か
れ
ら
は
個
別
領
主
の
施
政
や
治
績
を
監
察
す
る
た
め
に
幕

府
中
枢
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
と
も
に
そ
の
領
内
の

村
落
段
階
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
、
政
績
や
民
衆
の
動
向
等
を
視

察
す
る
点
に
お
い
て
は
類
似
な
性
格
を
有
し
て
い
る
が
、
派
遣

の
対
象
及
び
監
察
内
容
等
に
お
い
て
相
違
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。 

即
ち
、
国
目
付
は
元
和
元
年
一
一
月
、
永
田
・
豊
島
の
両
名

を
会
津
監
使
と
し
て
差
遣
し
た
例
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、
特

定
大
名
の
内
払
及
び
政
治
的
動
向
の
探
索
を
目
的
と
し
て
い
る

の
に
対
し
、
巡
見
使
の
場
合
は
全
国
公
、
私
領
全
域
を
派
遣
対

象
と
し
、
各
地
の
政
情
を
具
に
監
察
す
る
こ
と
を
主
要
任
務
と

し
て
い
る
。

 
つ
ま
り
巡
見
使
は
国
目
付
の
よ
う
に
特
定
の
対
象
と
時
宜
に

よ
ら
な
い
た
め
、
五
代
綱
吉
の
中
期
以
降
は
「
御
継
続
」
に
よ

る
新
将
軍
の
就
任
を
契
機
と
し
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多

分
に
儀
礼
化
し
た
が
、
し
か
し
こ
れ
を
迎
え
る
諸
大
名
側
は
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二

の
送
迎
・
応
待
に
対
し
大
変
な
気
を
使
い
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
幕
府
の
答
を
う
け
な
い
よ
う
配
慮
し
た
の
で
あ
る
（
4
）
。

 
巡
見
使
そ
の
も
の
の
派
遣
は
形
式
化
し
て
も
、
将
軍
が
全
国

を
統
治
し
て
い
る
こ
と
の
意
志
表
示
と
し
て
そ
の
意
義
は
後
代

に
ま
で
保
持
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
幕
藩
体
制
を
支
え
る

上
に
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
5
）
。

 
所
で
、
こ
の
巡
見
使
は
如
上
の
観
点
か
ら
制
度
的
に
甚
だ
重

要
性
を
も
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
従
来
の
研
究
は
そ
の
一
、

二
を
除
い
て
こ
れ
を
等
閑
に
附
し
て
き
た
が
、
最
近
は
多
く
の

先
学
に
よ
っ
て
開
拓
せ
ら
れ
、
漸
く
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
し

つ
つ
あ
る
（
6
）
。

 
小
稿
も
こ
れ
ら
先
学
の
諸
業
績
を
反
算
し
な
が
ら
、
前
回

（
7
）
に
引
続
い
て
巡
見
使
派
遣
を
幕
政
と
の
関
連
か
ら
考
察
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
巡
見
使
と
一
口
に
言
っ
て
も
前

述
の
全
国
公
・
私
領
を
対
象
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
諸
国
巡
見
使

も
あ
れ
ぽ
、
御
料
つ
ま
り
幕
府
直
轄
地
の
み
に
派
遣
さ
れ
た
御

料
巡
見
使
（
8
）
も
あ
る
。

 
し
か
も
こ
れ
ら
が
後
述
の
如
く
寛
永
期
以
降
継
続
し
、
そ
の

時
々
の
任
務
内
容
を
も
っ
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
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江戸幕府の御料巡見使

ら
、
こ
れ
ら
を
一
義
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
到
底
無
理
な
こ
と

で
あ
り
、
各
時
代
毎
の
個
別
的
な
派
遣
意
義
を
捨
象
す
る
こ
と

に
も
な
る
。

 
従
っ
て
こ
こ
で
は
寛
永
一
〇
年
初
め
て
全
国
公
・
私
領
に
諸

国
巡
見
使
を
派
遣
す
る
に
至
っ
た
そ
の
直
接
の
理
由
と
し
て
、

家
光
親
政
開
始
に
よ
る
幕
藩
体
制
的
秩
序
貫
徹
化
へ
の
動
向

と
、
こ
れ
以
前
に
屡
々
派
遣
さ
れ
て
い
る
幕
府
直
轄
地
の
支
配

強
化
を
目
的
と
し
た
御
料
巡
見
使
の
二
つ
が
あ
る
が
、
と
く
に

こ
の
後
者
の
問
題
を
中
心
に
そ
の
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

二
、
御
料
巡
見
使
の
初
発

 
全
国
公
 
私
領
を
対
象
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
諸
国
巡
見
使

は
、
家
光
親
政
開
始
の
翌
年
、
即
ち
寛
永
一
〇
年
正
月
に
初
発

さ
れ
制
度
的
に
も
発
足
を
み
た
が
（
9
）
、
御
料
巡
見
使
は
こ
れ

の
前
年
、
つ
ま
り
同
九
年
七
月
の
例
を
も
っ
て
毒
矢
と
す
る
。

 
以
下
、
こ
の
両
者
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
そ
の
実
態
に
つ
い

て
具
体
的
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

 
『
徳
川
実
紀
』
同
年
七
月
廿
六
日
の
条
に
、
「
諸
国
巡
察
の
輩

暇
賜
ふ
」
と
記
し
、
こ
れ
に
続
け
て
〈
表
一
〉
の
如
く
上
方
・

関
東
と
派
遣
地
域
を
二
分
し
、
前
者
に
書
院
番
林
丹
波
守
勝
正

以
下
八
名
、
後
者
に
は
書
院
番
酒
井
因
幡
守
忠
知
以
下
一
〇
名

の
巡
見
薬
名
と
地
位
を
あ
げ
て
い
る
（
-
o
）
。

 
諸
国
巡
見
使
が
〈
表
二
〉
に
見
ら
れ
る
如
く
全
国
公
・
私
領

を
六
地
区
に
国
取
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
上
方
、
関

東
と
の
み
記
し
、
そ
の
対
象
が
幕
府
直
轄
地
た
る
こ
と
を
明
瞭

に
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
の
第
三
回
派
遣
の
同
一
三
年
七
月
晦

日
の
際
に
は
（
1
1
）
、
（
鞘
鯨
以
下
同
）

 
 
大
番
組
頭
寛
新
太
郎
正
成
、
小
姓
組
武
藤
理
兵
衛
安
信
、
長
谷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
川
太
郎
兵
衛
正
清
は
上
方
筋
公
料
の
国
廻
り
、
大
番
組
頭
市
岡
左

 
大
夫
正
次
、
国
廻
役
糸
原
甚
左
衛
門
重
正
、
鶴
岡
与
右
衛
門
某
は

 
関
東
国
廻
り
に
さ
」
れ
暇
下
さ
る
。

と
、
幕
領
を
上
方
筋
（
1
2
）
と
関
東
に
分
け
て
使
者
を
派
遣
し
て

お
り
、
以
後
東
・
西
、
関
東
・
畿
内
、
西
国
と
呼
称
の
相
違
は

あ
っ
て
も
こ
れ
ら
が
と
も
に
塁
上
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
（
1
3
）
。
（
次
節
の
〈
表
三
〉
参
照
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
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〈
表
一
〉
 
寛
永
九
年
御
料
巡
見
使

派
豊
氏

各

地
位
と
昇
進
過
程

上
方

（
八
名
）

関
東

（
正
名
）

林
 
 
勝
 
正

肥
田
忠
親

井
上
新
左
衛
門

由
比
光
運

長
崎
元
通

村
越
正
重

杉
田
忠
次

井
上
正
員
〔
註
〕

糸坪桜妻適才渡井下武佐酒
原井井木島根辺戸島藤藤井
重永勝之忠吉 直政安継忠
正重成徳次次仲弘真信成知

書
院
番
↓
使
番
↓
目
付

小
姓
組
番
↓
死
亡

代
官
↓
関
東
会
計
管
掌

代
官
↓
勘
定
役

書
院
番
↓
駿
府
町
奉
行

小
姓
組
番
↓
目
付

勘
定
組
頭
↓
石
見
代
官

勘
定
組
頭
↓
動
画
内
代
官

書
院
番
↓
作
事
奉
行

書
院
番
↓
駿
府
町
奉
行

小
姓
組
番
↓
勘
定

代
官
↓
勘
定

書
院
番
↓
先
弓
頭

書
院
番
↓
大
番
組
頭

勘
定
頭
↓
勘
定
奉
行

代
官
↓
八
丈
島
代
官

代
官
↓
死
亡

書
院
番
↓
駿
府
目
付

書
院
番
↓
勘
定

書
院
番
↓
勘
定
↓
勘
定

組
頭

備
 
 
考

翌
】
○
年
正
月

 
諸
国
巡
見
使

 
 
 
（
北
陸
）

翌
一
〇
年
正
月

 
諸
国
巡
見
使

 
 
 
（
中
国
）

同
一
三
年
七
月

 
上
方
筋
公
料

 
国
廻

同
コ
ニ
二
七
月

面
東
国
廻

 
（
『
徳
川
実
紀
』
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
。
以
下
同
様
。
）

註
『
実
紀
』
に
は
井
上
十
左
衛
門
正
員
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
井
出
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四

左
衛
門
正
員
の
誤
り
で
あ
る
。
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
七
輯

一
〇
二
頁
）
。

 
次
に
、
諸
国
巡
見
使
は
大
名
を
正
使
と
し
、
使
番
書
院
番
を

相
使
と
す
る
一
地
域
三
悪
の
編
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
御
料
巡

見
使
の
場
合
は
書
院
番
九
名
、
小
姓
組
番
県
名
、
代
官
五
名
、

勘
定
頭
'
同
組
頭
三
名
の
計
二
〇
名
を
二
地
域
に
分
け
た
編
成

で
あ
り
、
と
く
に
勘
定
頭
曽
根
吉
次
を
は
じ
め
と
し
て
同
組

頭
、
代
官
等
幕
府
勘
定
地
方
関
係
者
を
八
人
も
含
ん
で
い
る
こ

と
は
著
し
い
相
違
で
あ
る
。

 
ま
た
、
他
の
一
二
名
の
両
番
士
で
も
そ
の
後
の
昇
進
経
路
を

〈
表
二
〉
 
寛
永
一
〇
年
諸
国
巡
見
使

派
 
遣

地

氏

名
 
（
地
位
）

関
 
東
小
出
三
サ
（
大
）
永
井
白
虹
（
使
）
桑
山
貞
利
（
書
）

五
畿
・
南
海
 
溝
口
善
勝
（
大
）
川
勝
広
綱
（
使
）
牧
野
成
常
（
書
）

九
 
 
 
州
 
小
出
吉
親
（
大
）
城
 
信
茂
（
使
）
能
勢
頼
隆
（
書
）

中
国
市
橋
長
政
（
大
）
前
橋
正
時
（
使
）
村
越
正
重
（
小
）

北
 
 
 
国
 
桑
山
一
直
（
大
）
徳
山
直
政
（
使
）
林
 
勝
正
（
書
）

奥
羽
．
松
前
P
分
部
光
信
（
大
）
大
河
内
正
勝
（
使
）
松
田
勝
正
（
書
）

註
 
地
位
の
大
“
大
名
、

 
番
で
あ
る
。

使
1
1
使
番
、
書
“
書
院
番
、
小
1
1
小
姓
組
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み
る
と
、
こ
の
中
の
艶
名
は
作
事
・
駿
河
町
奉
行
、
先
弓
頭
・
大

番
組
頭
に
な
っ
て
い
る
が
、
武
藤
安
信
、
坪
井
鋼
重
、
糸
原
重

正
の
三
人
は
両
生
か
ら
勘
定
・
勘
定
頭
に
進
ん
で
お
り
、
林

勝
正
、
村
越
正
重
の
二
人
は
翌
一
〇
年
の
諸
国
巡
見
使
に
選
ば

れ
て
北
国
（
陸
）
、
中
国
へ
各
々
派
遣
さ
れ
て
い
る
（
1
4
）
。

 
つ
ま
り
、
寛
永
一
〇
年
の
諸
国
巡
見
使
は
幕
府
が
初
め
て
全

国
公
・
私
領
に
対
し
て
そ
の
政
情
を
監
察
す
る
た
め
に
大
掛
り

な
使
節
団
を
編
成
し
、
し
か
も
そ
の
正
使
に
万
石
以
上
の
大
名

格
を
置
い
て
政
治
権
力
的
色
彩
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
の
に

対
し
、
御
料
巡
見
使
の
方
は
言
わ
ば
地
方
功
者
に
よ
る
実
質
的

な
効
果
を
ね
ら
っ
た
編
成
で
あ
り
、
こ
こ
に
史
料
の
上
だ
け
で

は
確
認
し
得
な
い
両
巡
見
使
派
遣
の
異
質
性
（
1
5
）
と
、
こ
れ
を
企

図
し
た
幕
府
中
枢
の
目
的
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
所
で
、
寛
永
期
以
降
頻
発
さ
れ
る
御
料
巡
見
使
の
差
遣
目
的

が
、
主
と
し
て
新
穀
生
産
物
の
豊
凶
や
大
雨
後
の
提
防
視
察
に

あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
が
遣
わ
さ
れ
る
際
の
文
面
に
「
今
年
大

風
雨
に
よ
り
諸
国
秋
稼
の
巡
視
命
ぜ
ら
る
」
（
寛
永
一
四
年
八

月
廿
五
日
条
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
が
、
し
か

し
こ
れ
は
派
遣
の
直
接
的
理
由
で
は
あ
っ
て
も
か
れ
ら
の
現
地

で
の
任
務
の
全
容
を
語
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

 
今
日
、
御
料
巡
見
使
派
遣
に
際
し
、
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
条

目
の
う
ち
初
見
で
き
る
の
は
、
寛
文
四
年
八
月
の
「
覚
」
（
1
6
）

で
あ
る
。

 
こ
れ
は
幕
府
が
関
東
国
廻
り
を
実
施
す
る
に
当
っ
て
初
め
て

直
轄
領
聖
母
に
こ
れ
を
迎
え
る
際
の
留
意
事
項
を
五
か
条
に
ま

と
め
発
布
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
次
に
見
る
如
く

冗
費
を
禁
止
し
た
だ
巡
察
の
円
滑
化
を
唱
う
の
み
で
あ
る
。

 
 
覚

一
今
度
関
東
三
廻
三
二
仰
三
一
之
間
、
往
還
不
自
由
二
三
レ
之
四
二
、

道
橋
可
レ
申
二
一
画
二
候
、
耕
作
収
納
之
時
分
候
間
、
掃
除
等
は
可
レ

為
二
無
用
一
事

一
音
添
物
一
切
仕
間
敷
候
第

一
国
廻
之
面
々
、
泊
々
二
而
、
県
連
大
豆
以
二
其
所
之
相
場
」
売
候
様

 
二
可
二
申
付
一
事

 
附
、
商
売
物
、
常
々
之
直
濡
に
う
ら
せ
可
レ
申
事

一
泊
書
誌
宿
所
作
事
等
申
付
候
儀
、
可
レ
為
二
無
用
一
事

一
御
朱
印
之
外
人
馬
は
、
御
定
密
通
、
駄
賃
取
レ
之
、
人
馬
可
レ
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五

一 134 一一



事

以
上

 
し
か
し
、
次
の
同
一
〇
年
五
月
の
関
東
公
料
の
巡
見
に
際
し

て
は
此
年
の
正
月
十
二
日
に
既
に
次
の
三
か
条
か
ら
な
る
触
書

を
代
官
宛
に
発
布
し
て
い
る
（
1
7
）
。

 
 
覚

一
当
年
為
二
関
東
中
国
廻
」
可
レ
被
レ
遣
二
御
検
使
一
之
旨
、
去
年
被
二
仰

 
出
一
三
、
然
ば
御
代
官
三
儀
は
、
三
所
三
三
二
成
三
条
、
諸
事
入

念
、
正
路
二
可
レ
被
二
三
三
一
三

一
御
代
官
方
私
曲
錐
レ
無
レ
之
、
手
代
之
輩
仕
置
悪
に
お
み
て
は
、

 
越
度
二
可
レ
成
之
条
、
無
二
油
断
「
一
二
吟
味
」
急
度
可
レ
被
二
申
付
「

 
事一

近
年
御
蔵
入
御
所
務
令
＝
減
少
い
百
姓
又
困
窮
い
た
し
た
る
四
二

 
取
沙
汰
有
レ
之
間
、
向
後
諸
事
入
念
、
百
姓
前
無
二
高
下
一
様
二
遂
二

 
倉
儀
」
追
々
百
姓
身
上
も
つ
の
り
、
御
所
務
上
り
候
様
二
仕
置

 
可
レ
被
二
申
付
一
事

右
条
々
可
レ
被
レ
細
工
守
之
一
志
外
々
二
選
勘
定
頭
書
注
下
鞘
一
急
度

可
レ
被
レ
申
二
付
之
一
国
廻
リ
之
面
々
見
分
之
上
、
非
儀
私
曲
有
レ
之
御

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六

代
官
方
者
、
随
二
科
之
軽
重
」
急
度
曲
事
可
レ
被
二
仰
付
一
候
也

戌
正
月
＋
二
日

掛
こ
れ
を
諸
国
巡
見
使
派
遣
時
の
調
査
要
点
と
比
較
す
る
と
、

後
者
の
そ
れ
が
諸
大
名
の
政
治
の
善
悪
、
禁
教
と
治
安
維
持

等
、
諸
大
名
の
治
政
監
察
に
重
点
が
あ
る
の
に
対
し
、
右
触
書

に
よ
る
御
料
巡
見
使
の
方
は
地
方
支
配
を
担
う
代
官
以
下
の
非

儀
、
私
曲
を
監
督
し
、
年
貢
収
納
の
基
盤
た
る
農
民
支
配
の
成

就
を
基
底
と
し
て
い
る
。

 
幕
府
は
こ
れ
以
後
も
巡
見
使
派
遣
時
に
は
触
書
を
公
布
し
て

い
る
が
、
翌
一
一
年
五
月
の
関
東
巡
視
の
御
使
出
立
の
記

事
（
1
8
）
に
、
「
け
ふ
ご
た
び
関
東
八
ケ
国
巡
視
の
御
使
立
ら
る
る

に
よ
り
、
回
せ
ら
る
事
丁
未
、
庚
戌
の
制
に
お
な
じ
」
と
あ
る

如
く
、
丁
未
（
1
9
）
（
寛
文
七
年
）
と
庚
戌
（
同
一
〇
年
）
の
触
書

は
こ
れ
以
降
も
基
本
的
に
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
前
の
監

察
内
容
は
御
料
巡
見
使
が
現
地
に
お
い
て
常
に
遂
行
す
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

 
以
上
、
垂
領
を
対
象
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
御
料
巡
見
使
に
つ

い
て
、
そ
の
使
者
編
成
と
派
遣
時
の
触
書
の
分
析
に
よ
り
、
幕
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江戸幕府の御料巡見使

府
は
巡
見
使
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
代
官
の
非
儀
・
私
曲

を
監
察
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
更
に
直
轄
地
支
配
の
整
備
強
化
を

意
図
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
し
か
し
幕
軍
以
来

年
貢
増
徴
の
現
地
推
進
者
と
し
て
諸
種
の
権
限
を
付
与
さ
れ
て

き
た
代
官
の
給
人
的
性
格
を
払
拭
す
る
こ
と
は
容
易
で
な

い
（
2
0
）
。

 
幕
府
は
代
官
の
地
方
支
配
か
ら
帰
結
す
る
恣
意
的
収
奪
を
抑

制
す
る
た
め
に
、
古
く
は
配
下
の
百
姓
に
直
目
安
と
村
外
立
退

を
許
し
た
が
、
百
姓
の
弾
劾
権
に
よ
る
恣
意
製
肘
に
は
一
定
の

限
界
が
あ
り
、
寛
永
年
間
に
至
っ
て
は
連
年
の
凶
作
に
よ
る
小

農
の
没
落
を
防
止
す
る
た
め
に
、
代
官
の
陣
屋
支
配
に
対
し
厳

し
い
規
定
を
設
け
る
と
と
も
に
、
代
官
の
封
建
地
方
官
二
化
を

め
ざ
し
て
こ
れ
を
支
配
統
轄
す
る
幕
府
勘
定
方
の
上
部
機
構
を

．
整
備
し
た
。

 
 
寛
永
七
年
曽
根
吉
次
を
関
東
勘
定
頭
に
任
じ
（
2
1
）
、
更
に
は

同
一
二
年
に
松
平
正
綱
以
下
五
名
を
二
組
に
分
け
て
月
番
制
で

関
東
幕
領
の
支
配
に
専
従
さ
せ
（
2
2
）
、
関
東
以
外
の
直
轄
地
は

新
た
に
国
郡
奉
行
を
設
け
て
こ
れ
に
支
配
さ
せ
た
こ
と
（
2
3
）
な

ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
幕
府
が
地
方
支
配
者
た
る
代
官

に
対
し
、
内
外
か
ら
い
か
な
る
規
制
措
置
を
講
じ
た
に
し
て

も
、
自
己
の
存
立
基
盤
を
封
建
貢
租
に
置
き
、
そ
の
維
持
増
徴

を
企
図
す
る
限
り
こ
の
政
策
に
は
一
定
の
限
界
が
存
す
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
い
。

 
換
言
す
る
と
、
幕
府
は
自
ら
の
封
建
貢
租
の
基
盤
で
あ
る
小

農
の
自
立
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
、
こ
れ
と
矛
盾
し
か
れ
ら

を
没
落
せ
し
め
る
よ
う
な
代
官
の
中
間
的
恣
意
収
奪
を
排
除
し

よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
農
民
に
対
す
る
自
己
の
「
領
主
的

恣
意
」
は
そ
の
ま
ま
継
続
発
展
せ
し
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 
従
っ
て
幕
府
の
代
官
政
策
が
諸
種
の
規
制
を
設
け
て
い
る
の

に
拘
ら
ず
甚
だ
不
徹
底
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
寛
永

一
二
年
正
月
に
勘
定
頭
よ
り
上
方
、
関
東
の
各
代
官
に
宛
た
一

八
か
条
の
「
覚
」
（
2
4
）
の
中
で
、
代
官
の
手
作
の
禁
止
、
口
任

・
口
永
の
規
定
、
年
貢
米
の
地
方
払
の
規
制
等
を
記
し
、
農
民

に
対
し
過
重
な
収
奪
の
加
わ
ら
な
い
よ
う
代
官
の
と
り
得
る
一

定
の
枠
を
数
量
的
に
制
限
し
て
い
る
が
、
代
官
手
作
経
営
は
か

れ
ら
の
年
貢
請
負
人
的
性
格
か
ら
必
然
化
す
る
年
貢
完
納
の
た

め
の
補
填
地
と
し
て
、
或
は
代
官
所
諸
経
費
の
不
足
分
を
補
給

す
る
意
味
か
ら
半
ば
公
然
視
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
『
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
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方
問
答
書
』
（
2
9
）
に
も
あ
る
如
く
、
 
直
面
収
入
だ
け
で
は
代
官

所
費
用
は
賄
い
き
れ
ず
、
結
局
は
年
貢
米
の
一
時
的
流
用
と
な

り
、
こ
れ
が
度
重
な
る
と
不
正
を
誘
発
す
る
こ
と
な
る
。

 
年
貢
米
の
地
方
払
い
も
右
と
同
様
、
幕
府
の
年
貢
増
徴
策
を

現
地
で
推
進
す
る
代
官
が
各
種
土
木
工
事
や
新
田
開
発
な
ど
勧

農
策
の
一
環
と
し
て
自
然
環
境
の
整
備
を
行
う
た
め
に
公
費
と

し
て
幕
府
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
が
髭
面
や
天
災
に
よ
る
年
貢
の
遅
延
の
際
に
一
時
流
用

さ
れ
、
換
金
化
さ
れ
る
上
で
不
正
を
招
い
た
た
め
に
右
の
規
制

措
置
が
と
ら
れ
た
が
、
年
貢
米
の
地
方
払
い
自
体
は
代
官
の
機

能
に
付
随
し
た
云
わ
ぽ
必
要
悪
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
根
本
的
に

変
革
す
る
た
め
の
有
効
手
段
が
講
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
そ
の
幣
害

だ
け
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
法
令
に
お
い

て
も
「
御
年
貢
米
下
知
な
く
し
て
其
所
に
て
題
言
間
敷
事
」

と
、
地
方
払
い
の
際
は
上
の
下
知
を
も
っ
て
す
る
と
い
う
よ
う

な
甚
だ
要
領
を
得
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
幕
府
は
代
官
を
自
ら
の
恣
意
代
理
人
と
す
る
限
り
、
如
何
な

る
代
官
布
令
も
根
本
的
な
解
決
策
と
は
成
り
得
ず
、
こ
の
後
も

か
れ
ら
の
貢
租
収
奪
面
に
お
け
る
中
間
搾
取
を
堪
え
ず
警
戒
せ

八

ね
ば
な
ら
い
な
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
に
一
時
的
で
は
あ
っ
て
も
こ
の
時
代
の
為
政
者
が
と
り

得
る
矛
盾
解
消
策
は
、
前
述
の
代
官
を
配
下
の
吏
僚
と
し
統
轄

す
る
と
こ
ろ
の
幕
府
勘
定
方
上
部
機
構
の
整
備
と
、
こ
れ
に
併

行
し
て
な
さ
れ
る
代
官
の
監
視
体
制
の
確
立
で
あ
る
。

 
そ
れ
は
幕
府
が
将
軍
の
独
裁
権
を
強
化
し
徳
川
幕
藩
体
制
を

貫
徹
す
る
た
め
に
、
全
国
諸
大
名
の
個
別
領
主
権
を
抑
圧
す
る

方
策
と
し
て
、
武
家
諸
法
度
の
公
布
、
参
勤
交
代
を
義
務
づ
け

な
が
ら
他
方
で
は
そ
の
治
政
を
監
察
す
る
た
め
に
諸
国
巡
見
使

を
派
遣
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
発
想
で
あ
り
、
こ
れ
ら
両

巡
見
使
が
寛
永
九
年
、
一
〇
年
と
家
光
親
政
開
始
の
直
後
に
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
歴
史
の
偶
然
な
ど
と
言
う
も
の
で

は
な
い
。

 
徳
川
幕
藩
封
建
体
制
は
二
代
秀
忠
の
大
御
所
政
治
下
に
お
け

る
幕
政
組
織
の
準
備
を
経
て
寛
永
期
家
光
の
代
に
至
り
完
成
す

る
の
で
あ
る
。
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三
、
代
官
対
策

 
寛
永
九
年
、
つ
ま
り
幕
府
が
初
め
て
直
轄
領
に
対
し
大
掛
り

な
巡
見
使
を
派
遣
し
た
こ
れ
以
前
に
、
個
別
的
で
は
あ
る
が
、

右
と
同
様
の
目
的
を
も
っ
て
派
遣
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に

次
の
如
き
例
が
存
す
る
。

 
①
慶
長
八
年
一
〇
月
一
九
日
（
2
6
）
土
塁
勝
正
、
岡
野
楢
葉
近

 
 
江
国
巡
視
。

 
②
同
一
六
年
一
二
月
廿
一
日
（
2
7
）
大
久
保
長
安
越
後
・
甲
斐

 
 
・
武
蔵
の
公
料
巡
視
。

 
③
同
一
八
年
六
月
（
2
8
）
久
永
重
勝
、
五
味
当
直
、
伊
丹
康

 
 
勝
、
加
藤
正
勝
武
相
両
国
巡
見
。

 
④
元
和
三
年
是
是
条
（
2
9
）
渡
辺
宗
綱
、
永
井
心
元
、
牧
野
正

 
 
成
各
国
巡
見
の
御
使
。

 
⑤
寛
永
七
年
是
年
条
（
3
0
）
曽
根
吉
次
東
国
巡
見
、
関
西
洪
水

 
 
の
地
巡
見
。

 
①
③
④
の
場
合
は
相
手
側
の
事
情
も
不
明
で
、
同
時
期
に
派

遣
例
を
も
つ
国
目
付
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
が
（
4
0
）
、
②
の

大
久
保
長
安
は
徳
川
氏
の
関
東
入
国
以
来
の
代
官
頭
で
あ

り
（
4
1
）
、
⑤
の
曽
根
吉
次
は
こ
の
直
後
に
関
東
勘
定
頭
に
就
任

し
て
い
る
（
4
2
）
か
ら
両
者
の
関
東
幕
領
の
巡
見
は
農
耕
視
察
の

外
に
配
下
の
代
官
へ
の
監
視
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
の
類

の
巡
見
は
右
の
史
料
に
表
記
き
れ
た
以
外
に
も
多
く
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

 
し
か
し
、
寛
永
年
間
に
入
っ
て
の
連
年
の
凶
作
は
、
落
忌
以

来
の
検
地
を
通
じ
て
自
立
化
の
方
向
を
示
さ
れ
た
と
は
云
え
未

だ
恒
常
的
な
安
定
生
産
を
確
保
し
得
な
い
小
農
経
営
の
存
立
基

盤
を
脅
か
し
た
。

 
こ
の
事
態
に
対
応
す
る
措
置
と
し
て
幕
府
は
、
農
民
を
土
地

に
緊
縛
さ
せ
て
（
4
3
）
そ
の
経
営
維
持
を
は
か
る
と
と
も
に
、
か

れ
ら
を
直
接
支
配
し
年
貢
徴
収
に
当
る
代
官
に
対
し
て
は
前
述

の
如
く
そ
の
本
来
的
に
所
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
給
人
的
側
面

を
払
拭
し
、
こ
れ
ま
で
の
如
き
苛
政
の
加
わ
ら
な
い
よ
う
で
き

る
た
け
こ
れ
を
排
除
す
る
政
策
を
と
っ
た
（
必
）
。

 
こ
れ
は
当
時
の
農
業
生
産
段
階
か
ら
し
て
必
然
的
な
措
置
で

あ
る
が
、
し
か
し
幕
府
農
政
が
か
か
え
る
問
題
の
根
本
的
解
決

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
後
述
の
如
く
こ
の
後
も
代
官
の
私
曲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
九
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が
以
前
に
も
倍
し
て
増
加
し
、
こ
れ
に
対
す
る
巡
見
使
等
の
派

遣
に
よ
る
監
視
体
制
の
整
備
確
立
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

 
抑
、
代
官
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
必
要
と
す
る
所
謂
代

官
所
経
費
は
、
農
民
が
本
年
貢
に
付
加
し
て
納
入
す
る
思
至
に

あ
る
が
、
前
者
は
そ
の
年
々
の
豊
凶
に
拘
ら
ず
一
定
額
の
収
納

を
必
要
と
し
て
亀
い
る
の
に
対
し
、
そ
の
財
源
た
る
口
米
は
凶
作

時
に
お
い
て
年
貢
収
納
が
減
ず
る
に
従
っ
て
、
減
少
し
、
ま
た

豊
作
時
に
至
っ
た
か
ら
と
云
っ
て
米
価
が
下
落
す
れ
ば
回
米
払

代
金
も
必
然
的
に
減
少
す
る
か
ら
、
代
官
に
と
っ
て
常
に
必
要

一
定
額
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

 
寛
永
期
前
に
お
い
て
は
こ
の
不
足
分
を
代
官
が
自
ら
農
業
経

営
地
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
補
っ
て
き
た
が
、
代
官
手
作
は
村

内
の
良
田
を
し
か
も
農
民
の
労
働
力
を
夫
役
と
し
て
徴
収
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
れ
る
た
め
結
果
は
配
下
の
農
民
加
重
に
つ
な

が
り
、
寛
永
期
の
代
官
恣
意
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
禁
止
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（
4
4
）
。

 
代
官
所
経
費
に
不
足
し
た
各
代
官
が
本
年
貢
を
一
時
的
に
流

用
し
、
延
て
は
そ
の
滞
納
に
至
る
理
由
は
こ
こ
に
存
す
る
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
〇

し
か
し
こ
う
し
た
事
態
に
対
す
る
幕
府
の
事
実
認
識
は
極
め
て

当
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

 
即
ち
、
寛
永
八
年
三
月
に
は
年
貢
の
年
度
内
皆
済
を
督
促
す

る
従
来
の
仕
方
に
加
え
、
先
代
官
の
未
進
を
当
代
官
が
厳
し
く

と
り
た
て
て
上
納
す
べ
き
こ
と
を
令
達
（
4
5
）
し
て
こ
れ
ま
で
の

年
貢
収
納
第
一
主
義
を
堅
持
強
要
す
る
と
と
も
に
、
代
官
に
対

し
て
は
前
の
代
官
手
作
を
禁
止
し
た
同
法
令
（
4
6
）
に
お
い
て
、

一
御
代
官
月
中
仕
置
、
万
コ
入
レ
念
大
切
に
存
、
御
後
一
儀
不
レ
仕
、

毎
年
苗
木
之
種
を
ふ
せ
さ
せ
、
山
林
竹
木
を
植
立
、
郷
村
も
次
第

に
よ
く
な
り
、
連
々
国
方
も
上
り
、
百
姓
を
も
令
二
介
抱
」
身
上

持
立
魔
王
に
可
レ
被
レ
入
レ
精
事

一
物
毎
正
路
に
致
し
、
奢
な
く
心
内
及
所
才
覚
を
出
し
、
御
用
無
レ

淵
底
レ
之
、
御
勘
定
引
負
不
レ
仕
様
に
、
常
々
可
レ
被
二
相
嗜
一
事

と
、
代
官
の
不
正
や
年
貢
未
進
を
個
人
の
資
質
に
帰
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

 
そ
し
て
そ
の
防
止
策
と
し
て
は
、
同
一
九
年
八
月
伊
奈
忠
治

を
関
東
郡
代
に
任
じ
た
際
に
、
「
今
よ
り
後
、
関
東
諸
代
官
の

一一@129 一



江戸幕府の御料巡見使：

得
失
を
糺
し
、
堤
防
修
築
の
事
勾
当
す
べ
し
」
（
4
7
）
と
、
配
下
の

代
官
を
統
轄
し
不
正
を
監
視
す
る
役
割
を
担
わ
せ
、
更
に
翌
二

〇
年
三
月
発
布
の
代
官
宛
法
令
（
4
8
）
に
お
い
て
は
、

一
在
々
所
々
御
目
付
可
レ
遣
之
間
、
仕
置
悪
代
官
一
塁
レ
為
二
越
度
一
之

条
、
手
代
等
二
極
迄
、
前
廉
入
レ
念
可
二
申
付
一
事

と
、
諸
国
代
官
に
下
命
伝
達
し
、
か
れ
ら
の
権
力
濫
用
に
対
し

目
付
等
の
派
遣
に
よ
っ
て
規
制
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
て
い

る
。 

つ
ま
り
、
農
民
の
貢
租
収
納
を
経
済
的
基
盤
と
す
る
幕
府

が
、
寛
永
大
飢
謹
と
云
わ
れ
る
未
曽
有
の
自
然
的
災
害
を
契
機

と
し
て
体
制
的
な
危
機
感
を
有
し
な
が
ら
も
、
そ
の
支
配
収
奪

機
構
に
根
本
的
改
革
を
な
し
得
な
い
ま
ま
代
官
の
職
務
督
励
と

い
う
従
前
の
や
り
方
を
踏
襲
し
、
頻
発
す
る
代
官
の
年
貢
滞
納

に
対
し
て
は
そ
の
完
済
期
間
を
一
時
猶
余
し
た
り
、
成
績
の
よ

い
代
官
は
こ
れ
に
褒
賞
と
し
て
黒
印
を
授
け
る
な
ど
の
手
段
を

講
じ
な
が
ら
（
4
9
）
、
他
方
で
は
不
正
代
官
を
監
察
粛
正
す
る
と

い
う
権
力
的
規
制
措
置
を
と
る
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
寛
永
九
年
の
御
料
巡
見
使
派
遣
は
前
の
法
令
よ
り
も
年
次
的

に
先
行
す
る
が
、
こ
れ
を
挙
行
す
る
に
至
っ
た
動
機
は
右
の
権

力
的
発
想
に
基
ず
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
曽
根
吉

次
等
の
例
に
見
ら
れ
る
特
定
地
域
を
対
象
と
し
て
な
さ
れ
て
い

た
派
遣
目
的
を
幕
府
直
轄
地
全
域
に
対
し
て
施
行
し
た
、
言
わ

ば
地
方
支
配
機
構
の
再
点
検
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

 
当
時
の
幕
府
中
枢
が
仮
え
一
時
的
で
は
あ
っ
て
も
、
自
然
的

災
害
に
よ
っ
て
露
呈
さ
れ
た
体
制
的
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に

如
何
に
こ
の
監
察
制
度
に
期
待
し
て
い
た
か
は
、
先
ず
巡
見
使

の
帰
馬
の
際
に
将
軍
自
ら
「
関
東
の
国
々
に
参
り
・
し
巡
検
使
御

前
に
召
て
、
各
国
政
道
の
得
失
、
民
間
の
風
俗
等
直
垂
問
あ

り
」
（
5
0
）
と
、
巡
見
使
に
諮
問
し
、
更
に
は
こ
れ
を
繰
り
返
し
派

遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
効
果
の
あ
が
る
こ
と
を
期
し
、
次

の
法
令
（
5
1
）
を
公
布
し
・
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
国
廻
導
者
先
年
錐
レ
被
レ
遣
、

可
レ
得
二
隠
題
一
事

来
年
も
可
レ
被
レ
遣
と
被
二
思
召
一
町
、

＝
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〈
表
三
〉

寛
永
-
慶
安
期
の
御
料
巡
見
使

＝
一

派
遣
年
月
日

氏

名

と

地

位

派
 
遣
 
地
 
域

備

考

寛
永
九
・
七
・
二
六

同
一
二
・
九
・
一
二

同
＝
二
・
七
・
晦

同
一
四
・
八
・
二
五

同
［
八
二
二
・
三

同
一
八
・
七
・
五

同
一
九
・
五
・
八

同
二
〇
・
五
・
二
〇

慶
安
三
・
閏
一
〇
・
三

林
勝
正
以
下
エ
○
名

書
院
番
（
九
名
）
 
小
姓
組
番
（
三
名
）
 
勘
定
組
頭
（
二
名
）
 
勘

定
頭
（
一
名
）
 
代
官
（
五
名
）

小
堀
政
一
以
下
数
名

大
名
（
一
人
）
 
代
官
（
数
名
）

箆
正
成
以
下
六
名

大
番
組
頭
（
二
人
）
小
姓
組
番
（
一
人
目
勘
定
（
一
人
）
 
国
上
役

（
二
人
）

石
丸
有
吉
以
下
四
名

大
番
組
頭
（
二
人
）
 
小
姓
二
番
（
二
人
）

津
佃
重
氏
以
下
八
名

大
番
組
頭
（
二
名
）
 
大
番
（
一
名
）
 
小
姓
組
番
（
一
名
）
 
勘
定

組
頭
（
三
名
）
 
勘
定
（
一
名
）

能
勢
頼
隆
以
下
一
八
名

使
番
（
一
名
）
 
書
院
番
（
＝
一
名
）
 
小
姓
組
番
（
五
名
）

板
倉
重
宗
以
下
＝
二
名

大
名
（
八
名
）
 
勘
定
頭
（
二
名
）
町
奉
行
（
二
名
）
代
官
（
一
名
）

小
笠
原
頁
正
以
下
一
二
名
 
国
廻
目
付
（
＝
↓
名
）

水
野
忠
貞
以
下
＝
二
名

大
目
付
、
伏
見
、
山
田
各
奉
行
一
名
郡
奉
行
（
二
名
）
先
手
頭

（
二
名
）
大
番
組
頭
（
二
名
）
勘
定
組
頭
（
一
名
）
 
代
官
（
二
名
）

勘
定
（
一
名
）

上
方
・
関
東

畿
内
・
近
江
・
三
河
・
遠

江
・
駿
河
・
美
濃
・
関
東

上
方
・
関
東
工
料

西
・
東

上
方
・
関
東

畿
内
・
西
国
、
関
東

関
東
国
々

五
畿
内
・
近
江
・
美
濃
・

伊
勢
．

田
穀
と
堤
防
巡
察

同
年
＝
・
六
二
面

立
風
雨
に
よ
る
諸
国
秋
稼

の
巡
視

同
年
一
二
・
一
五
面
謁

五
穀
不
穣
に
よ
る
巡
察

農
耕
巡
視

水
害
地
巡
視

同
年
一
二
・
八
帰
謁

註
 
派
遣
年
月
日
は
賜
暇
及
び
下
命
の
年
月
日
と
し
た
。
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江戸幕府の御料巡見使

 
〈
表
三
〉
で
見
る
如
く
幕
府
の
御
料
巡
見
使
は
寛
永
九
年
七

月
を
初
発
と
し
て
寛
永
一
慶
安
期
だ
け
で
も
九
回
を
数
え
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
国
郡
奉
行
に
よ
る
公
料
巡
廻

や
大
目
付
・
勘
定
頭
に
よ
る
山
野
論
所
巡
察
等
も
あ
り
、
こ
れ

ら
を
加
え
る
と
記
録
に
上
っ
た
も
の
だ
け
で
も
一
四
、
五
回
に

な
る
。

 
巡
見
使
者
も
大
名
や
勘
定
頭
か
ら
目
付
、
御
勘
定
、
国
門
役

に
至
る
ま
で
そ
の
編
成
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
寛
永
一
四
年

八
月
廿
五
日
と
同
一
八
年
七
月
五
日
の
二
例
を
除
く
外
は
幕
府

勘
定
方
の
役
人
及
び
国
運
目
付
を
加
え
た
編
成
で
あ
り
、
一
領

を
上
方
、
関
東
と
二
分
す
る
方
式
も
そ
の
先
例
は
前
述
の
同
九

年
七
月
の
第
一
回
派
遣
に
あ
り
、
こ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
Q

 
以
上
の
よ
う
に
幕
府
は
巡
見
使
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

代
官
の
治
績
を
調
査
し
、
非
儀
、
私
曲
に
対
し
て
は
更
に
上
部

権
力
を
行
使
し
て
粛
正
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
問
題
な
の
は
巡

見
使
と
現
地
代
官
と
の
結
託
不
正
関
係
で
あ
る
。

 
寛
文
六
年
四
月
の
代
官
の
職
務
内
容
を
規
定
し
た
「
覚
」
（
5
2
）

の
中
に
は
、

一
御
代
官
衆
仲
間
井
御
勘
定
衆
と
も
に
、

仕
間
鋪
事

新
規
縁
組
・
養
子
等
被
レ

と
あ
り
、
代
官
は
そ
の
親
類
縁
者
、
手
代
は
町
人
・
百
姓
か
ら

金
銀
米
銭
を
借
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
代
官
同
士
、
代
官
と

勘
定
奉
行
配
下
の
御
勘
定
等
と
が
婚
姻
、
養
子
縁
組
な
ど
を
結

ぶ
こ
と
を
堅
く
禁
じ
て
い
る
。

 
し
か
し
、
巡
見
使
の
中
に
は
自
ら
不
正
を
行
う
者
も
あ
り
、

例
え
ば
寛
永
一
九
年
六
月
廿
二
日
の
条
（
5
3
）
に
「

 
勘
定
小
林
彦
五
郎
某
を
大
久
保
加
賀
守
忠
職
へ
、
高
野
喜
三
郎
某

 
を
酒
井
河
内
守
忠
清
へ
、
鶴
岡
右
衛
門
某
を
松
平
式
部
大
輔
忠
次

 
へ
、
日
野
弥
兵
衛
某
を
皆
川
山
城
守
隆
庸
へ
あ
づ
け
ら
る
。
こ
れ
み

 
な
米
稟
の
事
に
よ
り
、
私
曲
の
は
か
ら
ひ
せ
し
ゅ
へ
と
そ
。

と
あ
る
が
、
こ
の
中
の
鶴
岡
某
は
寛
永
一
三
年
七
月
晦
日
の
関

東
公
転
の
国
廻
を
命
じ
ら
れ
、
ま
た
日
野
某
は
同
一
八
年
三
月

三
日
に
こ
れ
も
関
東
国
々
巡
察
を
行
っ
て
お
り
、
両
名
と
も
年

貢
米
の
こ
と
で
私
曲
を
は
た
ら
き
、
右
の
処
罰
の
翌
一
九
年
七

月
各
々
蜀
腹
し
相
果
て
い
る
（
5
4
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
三
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巡
見
使
の
結
託
不
正
に
ま
で
監
察
の
眼
を
光
ら
し
た
幕
府

が
、
そ
の
派
遣
対
象
た
る
現
地
支
配
代
官
に
対
し
て
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
斧
鋏
を
加
え
、
仕
置
の
善
悪
、
年
貢
滞
納
の
有
無
、

私
曲
の
摘
発
等
そ
の
職
務
全
般
に
亘
っ
て
厳
し
い
規
制
を
施
し

た
。 

先
ず
、
こ
の
処
罰
件
数
を
年
次
毎
に
見
て
ゆ
く
と
、
寛
永
年

間
に
は
四
名
（
正
保
、
万
治
年
間
の
も
の
を
加
え
る
と
計
六

名
）
、
寛
文
・
延
宝
年
間
に
は
単
名
、
天
和
・
元
禄
年
間
に
は

実
に
四
九
名
も
の
数
に
上
っ
て
お
り
、
か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
年

貢
滞
納
、
賊
罪
等
の
科
で
免
職
な
い
し
死
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い

る
（
5
5
）
。

 
右
の
中
、
寛
永
-
万
治
期
に
処
罰
さ
れ
た
六
名
に
つ
い
て
詳

述
す
る
と
、
寛
永
一
八
年
六
月
の
杉
田
勝
政
、
正
保
二
年
一
二

月
の
秋
山
幸
正
の
両
名
は
い
ず
れ
も
父
の
代
官
在
職
時
の
年
貢

滞
納
が
露
顕
し
て
相
続
延
期
を
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
（
5
6
）
。

 
と
く
に
前
者
の
杉
田
は
父
忠
次
が
寛
永
九
年
の
御
料
巡
見
使

と
し
て
巡
察
後
石
見
銀
山
代
官
に
就
任
し
、
同
一
八
年
六
月
死

亡
す
る
ま
で
こ
の
職
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
死
と
と
も

に
在
任
中
の
年
貢
滞
納
の
事
実
が
明
ら
か
と
な
り
、
子
勝
政
の

一
四

相
続
を
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
ま
た
巡
見
使
派
遣
に
よ
る
代
官
処
罰
の
具
体
例
と
し
て
は
、

常
陸
国
谷
原
新
田
の
開
発
に
絡
む
一
件
が
あ
げ
ら
れ
る
。

 
こ
の
新
田
は
代
官
近
山
安
高
、
細
田
愛
重
に
よ
っ
て
開
拓
さ

れ
た
が
、
こ
の
地
は
寛
文
六
年
九
月
水
害
と
な
り
、
幕
府
は
大

目
付
、
作
事
奉
行
等
を
も
っ
て
そ
の
状
況
を
巡
察
さ
せ
た
（
5
7
）
。

 
幕
府
は
こ
の
直
後
に
水
害
の
原
因
が
新
築
の
古
川
堤
防
に
あ

る
と
し
て
関
東
郡
代
伊
奈
忠
常
に
命
じ
こ
れ
の
殿
却
を
命
じ
た

が
、
こ
の
時
水
害
の
処
置
と
併
せ
新
田
開
発
時
の
代
官
秘
姦

（
私
曲
）
が
露
顕
し
、
翌
七
年
近
山
・
細
田
の
両
名
は
寺
社
・

町
奉
行
、
勘
定
頭
、
目
付
等
に
尋
鞠
さ
れ
、
直
ち
に
処
罰
さ
れ

て
い
る
（
5
8
）
。

 
こ
の
日
代
官
細
田
小
兵
衛
時
徳
を
内
藤
豊
前
守
信
良
に
あ
づ
け

ら
れ
、
近
山
五
郎
右
衛
門
安
高
を
秋
田
安
房
守
盛
季
に
預
ら
れ
、

各
月
俸
十
二
口
つ
つ
下
さ
れ
、
僕
五
人
を
従
は
し
め
ら
る
。
こ
は

隷
下
の
農
民
訴
状
を
さ
さ
げ
し
に
よ
り
靭
問
あ
り
し
に
、
先
に
大

開
墾
の
三
千
ぜ
ら
れ
し
と
き
、
衣
川
を
築
留
め
水
さ
さ
へ
、
農
民

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
マ
マ
リ

聖
帝
に
及
び
し
を
速
に
聞
え
あ
げ
ず
、
去
年
そ
の
新
築
の
堤
坊
を

除
く
べ
し
と
令
け
れ
れ
し
を
、
強
て
此
二
月
ま
で
堤
坊
を
築
き
、
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畷
道
な
き
地
を
あ
り
と
偽
り
講
話
上
し
に
ま
ぎ
れ
な
け
れ
ば
、
切

腹
せ
し
む
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
職
罪
を
負
し
事
も
な

く
、
私
曲
の
ふ
る
ま
ひ
も
せ
ざ
れ
ぽ
、
寛
卸
せ
ら
れ
て
か
く
命
ぜ

ら
れ
し
と
な
り
。

 
ま
た
、
同
七
年
＝
月
に
は
播
州
代
官
多
羅
尾
光
好
が
其
子

光
忠
と
と
も
に
免
職
閉
門
に
処
さ
れ
て
、
属
吏
三
人
は
伊
豆
大

島
に
遠
流
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
隠
田
を
見
逃
し
、
税
額
を

減
じ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
り
、
幕
府
の
査
検
に
よ
っ
て
実
態
が

表
面
化
し
た
の
で
あ
る
（
5
9
）
。

 
こ
う
し
た
幕
府
の
公
権
力
に
よ
る
厳
し
い
規
制
に
も
拘
ら
ず

代
官
の
私
曲
は
一
向
に
改
ま
ら
ず
、
五
代
綱
吉
の
治
世
二
九
年

間
に
は
全
代
官
数
六
〇
名
中
四
〇
名
も
の
処
罰
者
を
出
す
に
至

る
の
で
あ
る
（
6
0
）
。

 
こ
れ
は
寛
文
・
延
宝
期
以
降
の
生
産
力
の
発
展
、
そ
の
結
果

と
し
て
の
農
民
的
剰
余
の
一
般
的
残
留
と
い
う
農
村
構
造
の
変

化
に
も
拘
ら
ず
、
代
官
が
そ
の
職
務
遂
行
に
伴
う
費
用
の
財
源

を
口
米
と
い
う
生
産
物
地
代
の
付
加
税
に
お
き
、
更
に
こ
の
仕

法
が
寛
永
末
期
の
生
産
力
の
脆
弱
か
つ
不
安
定
な
小
農
経
営
に

対
応
し
て
と
ら
れ
た
中
勘
定
会
計
仕
法
と
と
も
に
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
に
そ
も
そ
も
の
原
因
が
存
す
る
（
6
1
）
。

 
従
っ
て
幕
府
が
い
か
に
代
官
を
督
励
し
こ
れ
を
粛
正
し
て

も
、
年
貢
滞
納
や
引
負
が
続
出
し
諭
し
い
成
果
は
期
待
し
得
な

い
の
で
あ
る
。

 
幕
府
地
方
支
配
機
構
の
根
本
的
改
革
は
現
地
代
官
を
指
揮
・

統
轄
す
る
勘
定
方
上
部
機
構
の
整
備
確
立
よ
り
も
、
代
官
機
構

そ
の
も
の
に
あ
り
、
こ
れ
の
改
革
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
厳
し

い
内
容
を
も
っ
た
法
令
を
頻
発
し
、
更
に
は
巡
見
使
等
の
派
遣

に
よ
る
権
力
的
規
制
を
し
た
に
し
て
も
事
態
は
一
向
に
好
転
せ

ず
、
「
近
年
御
蔵
入
御
所
務
減
少
、
百
姓
亦
困
窮
」
（
6
2
）
と
い
う

幕
府
中
枢
の
嘆
声
は
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。

 
代
官
機
構
の
改
革
、
つ
ま
り
代
官
の
存
在
形
態
を
根
本
的
に

変
革
す
る
方
策
は
、
周
知
の
よ
う
に
代
官
の
陣
屋
支
配
の
廃
止

と
そ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
の
代
官
闇
米
の
廃
止
に
代
る
代
官
所

経
費
の
別
途
支
給
で
あ
る
が
、
前
者
は
延
宝
-
元
禄
期
に
進
展

し
た
の
に
対
し
後
者
は
享
保
の
改
革
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
実
施

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
五
〇
年
九
月
 
稿
）

一
五
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註

（
1
）
 
『
大
造
院
殿
御
実
紀
』
牛
馬
一
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、

 
五
七
六
頁
）
。

（
2
）
 
大
目
付
の
職
域
を
規
定
し
た
「
大
目
付
勤
学
規
定
」
（
『
徳
川

 
禁
令
考
』
九
二
九
頁
）
に
よ
る
と
、
そ
の
任
務
は
大
名
・
旗
本
の

 
監
察
の
ほ
か
、
二
、
年
寄
中
遣
外
御
用
人
井
諸
役
人
代
官
以
下

 
二
言
迄
、
御
奉
公
た
て
仕
者
、
又
早
う
し
ろ
く
ら
き
者
於
有
之

 
者
、
承
届
可
申
上
事
」
と
あ
り
、
当
初
に
お
い
て
は
門
閥
宿
老
の

 
監
視
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
。
（
北
原
章
男
「
家
光
政
権
の
確
立

 
を
め
ぐ
っ
て
」
〔
『
歴
史
地
理
』
九
一
巻
第
二
・
第
三
号
〕
）
。

（
3
）
 
善
積
美
恵
子
「
江
戸
幕
府
の
監
察
制
度
一
国
目
付
を
中
心
に

 
一
』
（
『
日
本
歴
史
』
二
四
四
号
）
は
国
目
付
を
派
遣
の
対
象
及
び

 
内
容
の
面
か
ら
考
察
し
た
す
ぐ
れ
た
業
績
で
あ
る
。
尚
、
巡
見
使

 
に
つ
い
て
は
本
文
に
て
後
述
す
る
。

（
4
）
 
巡
見
使
の
派
遣
地
で
の
実
態
に
つ
い
て
は
板
沢
武
雄
「
諸
国

 
巡
見
使
と
そ
の
実
際
」
（
『
日
本
歴
史
』
 
一
六
三
号
）
、
大
館
右
喜

 
「
江
戸
幕
府
の
諸
国
、
御
料
巡
見
使
に
つ
い
て
」
（
徳
川
林
政
史
研

 
究
所
『
研
究
紀
要
』
四
十
八
年
度
）
な
ど
が
あ
る
。
尚
、
各
地
で

 
巡
見
使
派
遣
の
度
に
つ
く
ら
れ
た
「
巡
見
使
之
記
録
」
「
巡
見
使
来

 
藩
一
件
録
」
等
の
記
録
は
大
部
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
存
在

 
に
よ
っ
て
も
巡
見
使
を
迎
え
る
各
藩
の
気
遣
い
が
理
解
さ
れ
る
。

（
5
）
 
こ
の
点
に
つ
い
て
滝
沢
武
雄
氏
は
「
将
軍
宣
下
の
式
や
、
判

 
物
・
朱
印
状
の
下
附
と
並
ん
で
諸
大
名
に
対
し
て
前
代
に
続
い
て

 
新
将
軍
が
幕
府
の
主
宰
者
と
し
て
天
下
を
支
配
し
て
い
く
こ
と
の

一
六

 
形
式
的
表
現
と
し
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
儀
礼
だ
っ

 
た
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
旧
説
を
た
だ
し
卓
見
を
述
べ
て
い
る
。

 
（
同
氏
「
巡
見
使
の
制
度
に
つ
い
て
」
〔
『
史
観
』
六
五
、
六
六
、

 
六
七
合
冊
〕
）
。

（
6
）
 
前
掲
の
板
沢
、
滝
沢
、
大
館
、
善
積
各
氏
論
文
の
ほ
か
、
馬

 
場
憲
一
「
諸
国
巡
見
使
制
度
に
つ
い
て
」
（
『
法
政
史
学
』
二
四
号
）
、

多
仁
照
広
「
江
戸
幕
府
諸
国
巡
見
使
の
監
察
報
告
」
（
『
日
本
歴
史
』

 
三
一
四
号
）
、
拙
稿
「
巡
見
使
の
派
遣
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
徳
山
大

 
学
論
叢
』
第
四
号
）
な
ど
。

（
7
）
 
前
掲
 
拙
稿
。

（
8
）
 
幕
府
直
轄
地
を
天
領
と
云
い
、
諸
大
名
領
を
藩
と
公
称
す
る

 
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
維
新
以
降
で
あ
る
。
（
山
口
啓
二
「
藩

 
体
制
の
成
立
」
〔
『
岩
波
講
座
・
日
本
歴
史
』
1
0
近
世
二
〕
）
。

 
 
当
時
に
あ
っ
て
は
幕
領
は
「
御
料
」
「
御
料
所
」
「
公
料
」
で
あ

 
り
、
大
名
領
は
「
国
」
「
私
領
」
な
ど
と
一
般
に
称
さ
れ
て
い
る
。

 
 
従
っ
て
こ
れ
ら
に
対
し
派
遣
さ
れ
る
巡
見
使
の
名
称
は
、
幕

 
領
、
大
名
領
と
も
に
派
遣
対
象
と
す
る
場
合
は
「
諸
国
巡
見
使
」

 
と
し
て
問
題
は
な
い
が
、
前
者
だ
け
の
と
き
は
「
御
料
巡
見
使
」

 
「
御
料
所
巡
見
使
」
と
す
る
か
、
或
は
幕
府
等
の
法
令
に
大
名
領
、

 
旗
本
領
を
「
私
領
」
と
称
し
て
い
る
の
に
対
照
し
て
こ
れ
を
「
公

 
領
（
料
）
巡
見
使
」
と
す
る
か
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 
小
稿
で
は
後
の
正
徳
年
間
に
お
け
る
「
国
々
御
料
所
巡
見
」
使

 
と
区
別
す
る
意
味
も
あ
っ
て
「
御
料
巡
見
使
」
の
名
称
を
使
用
す

 
る
こ
と
に
し
た
。
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尚
、
巡
見
使
と
い
う
名
の
史
料
上
の
初
見
は
寛
文
七
年
八
月
廿

 
一
日
半
「
五
畿
巡
見
使
」
が
そ
れ
で
、
こ
れ
以
前
は
「
諸
国
巡

使
」
、
「
巡
国
の
御
使
」
、
或
は
「
上
方
筋
公
料
の
国
酒
」
、
「
公
料

 
の
地
巡
廻
」
な
ど
と
あ
る
。

（
9
）
 
『
大
猷
院
御
実
紀
』
巻
出
土
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、

 
五
八
一
頁
）
。
諸
国
巡
見
使
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
。
ま
た
こ
れ

 
の
制
度
的
確
立
に
つ
い
て
は
前
掲
馬
場
氏
の
実
証
的
研
究
が
あ

 
る
。

（
1
0
）
 
『
大
型
院
殿
御
実
紀
』
巻
廿
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、

 
五
五
七
頁
）
。

（
1
1
）
 
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
計
二
（
『
国
史
大
系
』
第
四
十
巻
、

 
三
〇
頁
）
。

（
1
2
）
 
「
上
方
」
が
五
畿
内
に
近
江
、
丹
波
、
播
磨
の
三
箇
国
を
入

 
れ
た
呼
称
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
上
方
筋
」
と
は
こ
れ
に
東
海
道

 
筋
、
中
国
筋
、
四
国
筋
、
西
国
筋
、
北
国
筋
を
総
称
し
た
呼
び
名

 
で
あ
る
。

 
 
ま
た
、
「
関
東
筋
」
と
は
関
八
州
に
伊
豆
、
甲
斐
を
加
え
た
も

 
の
で
あ
り
、
「
関
東
方
」
と
は
関
東
筋
に
陸
奥
、
出
羽
の
東
国
筋

 
を
加
え
た
呼
び
名
で
あ
る
。
（
『
地
方
凡
例
録
』
上
、
「
徳
川
幕
府

 
県
治
要
略
』
）
。

（
1
3
）
 
幕
府
直
轄
地
の
司
法
・
行
政
は
幕
府
政
治
機
構
の
整
備
確
立

 
に
よ
り
統
一
化
さ
れ
る
が
、
寛
永
年
間
に
お
い
て
は
未
だ
京
都
・

 
大
坂
を
中
心
と
す
る
上
方
（
畿
内
）
と
江
戸
即
ち
関
東
に
二
分
さ

 
れ
、
統
一
的
な
幕
府
法
令
が
発
布
さ
れ
て
も
実
際
に
は
各
地
域
の

独
自
性
を
加
味
し
て
施
行
さ
れ
た
。
（
朝
尾
直
弘
「
近
世
初
頭
に

 
お
け
る
畿
内
幕
領
の
支
配
構
造
」
〔
『
史
林
』
四
ニ
ー
一
〕
）
。

 
 
こ
の
こ
と
は
幕
府
の
統
一
法
令
、
例
え
ば
寛
永
二
一
年
正
月
の

勘
定
頭
よ
り
発
布
さ
れ
た
「
覚
」
（
『
御
当
家
令
条
』
二
八
○
号
）

 
に
お
い
て
宛
名
を
「
上
方
」
と
「
関
東
」
の
「
御
代
官
衆
中
」
と

分
け
て
記
し
、
更
に
同
法
令
の
第
八
条
の
更
米
・
口
銭
規
定
で
も

 
ヘ
 
 
 
へ

 
「
関
東
口
曳
は
納
三
斗
七
升
入
壱
俵
二
尊
壱
升
宛
、
口
銭
は
永
百

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

文
二
付
三
文
宛
、
上
方
分
は
壱
三
二
付
三
升
宛
也
、
御
定
之
外

 
不
レ
可
レ
隠
事
」
と
両
者
を
別
々
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
知

 
さ
れ
る
。

（
1
4
）
 
註
（
9
）
及
び
〈
表
三
〉
参
照
。

（
1
5
）
寛
文
七
年
閏
二
月
一
八
日
の
第
二
回
諸
国
巡
見
使
派
遣
の

際
、
関
八
州
は
同
四
年
に
御
料
巡
見
使
を
派
遣
し
て
い
る
た
め
除

外
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
両
者
は
同
一
の
性
格
を
有
し
て
い
る
よ

 
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
要
点
を
記
し
た
条
目
等

 
を
比
較
し
て
も
前
者
は
公
、
私
領
で
の
仕
置
の
善
悪
を
中
心
と
し

 
て
、
公
事
訴
訟
目
安
等
の
一
切
の
請
取
を
禁
止
し
個
別
領
主
権
を

 
容
認
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
後
述
の
如
く
直
轄
地
支
配
に

 
当
る
代
官
・
手
代
の
監
察
を
主
眼
と
し
て
お
り
、
そ
の
拘
束
性
も

 
後
者
に
対
し
て
は
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
1
6
）
 
『
触
書
寛
保
集
成
』
六
七
四
頁
。
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
三
、

 
三
二
七
頁
。

（
1
7
）
 
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
三
、
三
三
頁
。

（
1
8
）
 
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
巻
四
十
二
（
『
国
史
大
系
』
第
四
十
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
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巻
、
一
〇
一
頁
）
。

（
1
9
）
 
地
組
（
寛
文
七
年
）
は
こ
の
年
閏
二
月
廿
八
日
に
派
遣
さ
れ

 
た
第
二
回
諸
国
巡
見
使
の
令
条
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
文

 
で
紹
介
の
同
四
年
の
も
の
を
拡
充
し
全
国
に
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ

 
る
。

（
2
0
）
 
拙
稿
「
寛
永
期
に
お
け
る
代
官
の
恣
意
抑
制
に
つ
い
て
」

 
（
『
徳
山
大
学
論
叢
』
第
三
号
）
。

（
2
1
）
 
『
大
馬
糧
殿
御
実
紀
』
巻
十
六
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻

 
五
〇
〇
頁
）
。

（
2
2
）

巻
、

（
2
3
）

巻
、

（
2
4
）

（
2
5
）

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
二
十
九
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九

六
九
三
頁
）
。

『
大
底
院
殿
御
実
紀
』
巻
二
十
九
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九

六
九
五
頁
）
。

『
御
当
家
令
条
』
二
八
○
号
、
『
徳
川
禁
令
考
』
二
一
〇
五
号
。

『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
八
巻
、
三
九
三
一
四
〇
五
頁
。

 
大
石
慎
三
郎
著
『
享
保
改
革
の
経
済
政
策
』
九
二
頁
。

（
2
6
）
 
『
東
照
宮
御
実
紀
』
虚
器
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
八
巻
、
九

 
四
頁
）
。

（
2
7
）
 
『
台
二
院
殿
御
実
紀
』
巻
十
七
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
八
巻
、

 
五
七
一
頁
）
。

（
2
8
）
 
同
右
、
豊
富
二
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
八
巻
、
六
二
六
頁
）
。

（
2
9
）
 
同
情
、
巻
四
十
七
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
 
一
四
三

 
頁
）
。

（
3
0
）
 
『
大
車
院
殿
御
実
紀
』
巻
十
六
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、

一
八

 
五
〇
〇
頁
）
。

（
4
0
）
 
例
え
ば
③
の
慶
長
一
八
年
六
月
、
武
相
両
国
巡
視
の
使
者
の

 
昇
進
経
路
を
み
る
と
、
久
永
は
先
手
弓
頭
、
加
藤
は
小
十
人
組
か

 
ら
納
戸
衆
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
五
味
は
大
番
か
ら
丹
波
郡

 
代
↓
近
江
・
丹
波
両
奉
行
↓
五
畿
内
代
官
、
伊
丹
は
代
官
か
ら
勘

 
橋
頭
に
進
ん
で
い
る
。
（
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
）
即
ち
、
国
目

 
付
や
巡
見
使
は
幕
初
に
お
い
て
は
そ
の
性
格
を
明
瞭
に
し
な
い
ま

 
工
随
時
派
遣
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
相
応
の
成
果
を
得
た
幕
府

 
は
こ
れ
を
制
度
化
し
以
後
継
続
し
て
派
遣
す
る
に
至
っ
た
も
の
と

 
考
え
る
。

（
4
1
）
 
大
久
保
長
安
は
徳
川
氏
の
関
東
入
国
以
来
代
官
頭
と
し
て
、

 
関
東
各
地
で
陣
屋
支
配
を
行
う
在
地
代
官
一
八
名
を
統
制
し
、
そ

 
の
支
配
地
高
は
『
佐
渡
年
代
記
抜
書
』
に
よ
る
と
一
二
〇
万
石
に

 
及
ん
だ
と
云
わ
れ
る
。
（
村
上
直
「
関
東
幕
領
に
お
け
る
八
王
子

 
代
官
」
〔
『
日
本
歴
史
』
一
六
八
号
〕
）
。

（
4
2
）
 
註
（
3
0
）
参
照
。

（
4
3
）
 
例
え
ば
農
民
の
地
頭
・
代
官
に
対
す
る
直
目
安
を
否
定
し
た

 
寛
永
一
〇
年
七
月
の
法
令
な
ど
。
（
『
武
家
厳
制
録
』
三
三
六
号
）
。

（
坐
）
 
代
官
手
作
を
禁
止
し
た
の
は
寛
永
二
一
年
正
月
二
】
日
付
の

 
上
方
・
関
東
代
官
宛
法
令
で
あ
る
。
（
『
御
当
家
令
条
』
二
八
○
号
、

 
『
徳
川
禁
令
考
』
二
一
〇
五
号
）
。
代
官
の
恣
意
抑
制
策
に
つ
い
て

 
は
、
前
掲
拙
稿
「
寛
、
島
島
に
お
け
る
代
官
の
恣
意
抑
制
に
つ
い

 
て
」
（
『
徳
山
大
学
論
叢
』
第
三
号
）
。

（
4
5
）
 
『
大
車
院
殿
御
実
紀
』
巻
十
七
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
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五
〇
七
頁
）
。

（
4
6
）
 
註
（
偲
）
参
照
。

（
4
7
）
 
『
大
書
院
殿
御
実
紀
』
巻
五
十
一
（
『
国
史
大
系
』
第
四
十
巻
、

 
二
八
四
頁
）
。

（
4
8
）
 
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
 
一
三
〇
九
号
。
こ
れ
に
は
「
目
付
」

 
と
だ
け
あ
る
が
、
同
一
八
年
五
月
の
法
令
に
は
「
国
廻
曲
者
」
と

 
あ
り
、
同
様
の
趣
旨
を
令
達
し
た
も
の
に
慶
安
五
年
正
月
の
法
令

 
な
ど
が
あ
る
。
（
同
上
、
一
二
二
九
号
、
『
御
当
家
令
条
』
二
八
二

 
号
）
。

（
4
9
）
寛
永
八
年
三
月
に
は
年
貢
の
年
内
皆
済
を
命
じ
て
い
る
が
、

 
所
に
よ
っ
て
は
明
春
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た

 
代
官
の
中
で
年
貢
皆
済
に
よ
り
黒
印
を
下
さ
れ
た
の
は
深
谷
忠
兵

 
衛
盛
吉
で
、
元
和
五
年
正
月
の
こ
と
で
あ
る
。
（
『
台
徳
院
殿
御
実

 
紀
』
巻
五
十
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
一
六
一
頁
）
。

（
5
0
）
 
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
巻
四
十
三
（
『
国
史
大
系
』
第
四
十
二

 
巻
、
＝
一
頁
）
。

（
5
1
）
 
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
一
二
二
九
号
。

（
5
2
）
 
同
右
、
一
三
一
一
号
。

（
5
3
）
 
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
五
十
一
（
『
国
史
大
系
』
第
四
十
巻
、

 
二
七
八
頁
）
。

（
5
4
）
 
同
右
、
二
八
○
頁
。

（
5
5
）
 
こ
の
数
字
に
は
祖
父
、
父
の
代
官
在
職
時
の
不
正
が
露
顕
し

 
処
罰
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。

 
 
処
罰
件
数
は
北
島
正
元
著
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
所
収
の

 
も
の
と
、
森
杉
夫
「
代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
大

 
阪
府
大
紀
要
』
＝
二
号
）
所
収
の
「
代
官
処
罰
表
」
と
で
は
数
字

 
的
に
合
わ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
森
氏
の
所
掲
表
に
従
う
こ
と
に
し

 
た
。

（
5
6
）
 
『
寛
政
肋
骨
諸
家
譜
』
二
輯
三
九
頁
。
五
輯
九
七
一
頁
。

（
5
7
）
 
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
巻
三
十
三
（
『
国
史
大
系
』
第
四
十
一

 
巻
、
五
八
二
頁
）
。

（
5
8
）
 
同
宗
、
巻
三
十
五
（
『
国
史
大
系
』
第
四
十
一
巻
、
六
二
四

 
頁
）
。

（
5
9
）
 
同
右
、
六
二
五
頁
。

（
6
0
）
 
祖
父
、
父
の
代
官
在
職
時
の
年
貢
延
滞
に
よ
る
も
の
を
い
れ

 
る
と
実
に
五
一
名
の
多
数
に
上
る
。

（
6
1
）
森
杉
夫
前
掲
論
文
。

（
6
2
）
 
『
武
家
厳
書
冊
』
巻
樽
一
（
『
近
世
法
制
史
料
叢
書
』
第
三
、

 
九
九
-
一
〇
〇
頁
）
。

一
九
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